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１．研究の目的 

IoT（Internet of Things）研究はまさに始まったばかりであるが、世界中が、新ビジ

ネスプラットフォームと捉え研究加速している。基盤技術として、多くの要素がある、例

えば IoT 機器（家庭機器、産業機器、ロボット機器等）、多機器の連携基盤、サービス、ア

プリ、クラウド、ＡＩ等々である。特定の大企業が独自システム化による囲い込みを進め

る中、広く世界じゅうで使えるオープンなプラットフォームを整備、研究普及させること

は社会的期待と要望が大きく、スマートハウスでの標準オープンプラットフォーム形成で

指導的努力をした神奈川工科大学へ期待されているところである。そこで、日本産業のた

めに、IoT 領域での基盤技術開発の基礎研究に着手するものである 

２．研究の必要性及び従来の研究 

  IoT 基盤技術研究で目指すのは、最終的に、生活空間で利用される「IoT 統合（人 HEMS

＆IoT ロボット AI）見守りサービス（アプリ）」の提供である。多くの地域企業が実ビジネ

スで活用できる基盤を研究し、社会貢献を目指す。図１へ研究の最終像を示す。二軒の家

を例に示すが、左側の家（祖父宅）と右側の家（息子宅）での「人と人のきずな（例：見

守りサービス）」を、IoT＆HEMS とロボットと AIの連携環境ときずな情報がアンコンシャス

（意識しないうちに）に実現することを目指している。 

３．期待される効果 

 特に、HEMS＆IoT 機器が増えつつあるが、統合活用には標準化および連携技術の基盤

整備が大事であり、まだ基盤整備として取り組むべき課題である。そこで、IoT 基盤技術の

検討にステップを設け５年後に上記の IOT 統合見守りサービスを企業が活用できる基盤を

構築したいと計画する。もちろん、見守るべき生活空間は多くあるので、数種類の空間を

予め検討のとりかかりとして環境整備して、基礎的基盤技術を構築しながら応用できる基

盤技術として育成したい。図２へ研究概要として研究ステップと研究空間を示す。 

 また、地域大学としての地域産業育成支援の具体施策としての意義がある。特に、先端住

宅省エネ技術としての HEMS と、政府施策としてのエコ社会実現による CO2 削減への貢献、

総生産社会実現に向けた地域創生としての地域産業育成の観点からも、スマートハウス住
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宅の増加とその技術支援は、産業界からも要望されている。 

 

図１                    図２ 

 

４．研究の経過及び結果 

   特に、HEMS＆IOT 機器が増えつつあるが、統合活用には標準化および連携技術の基盤

整備が大事であり、まだ基盤整備として取り組むべき課題である。そこで、IOT 基盤技術の

検討にステップを設け５年後に上記の IOT 統合見守りサービスを企業が活用できる基盤を

構築したいと計画する。もちろん、見守るべき生活空間は多くあるので、数種類の空間を

予め検討のとりかかりとして環境整備して、基礎的基盤技術を構築しながら応用できる基

盤技術として育成したい。図２へ研究概要として研究ステップと研究空間を示す。 

研究ステップ： 

[1]IOT 基盤技術研究 HEMS と IOT 機器、との連携技術 

[2]IOT 基盤拡張技術研究 HEMS と IOT 機器とロボット機器、との連携基盤の研究 

[3]IOT 協働技術研究 人と HEMS&IOT、人とロボット、との協働技術の研究 

[4]IOT クラウド技術研究 人の行動把握を目指したクラウド AI応用技術の研究 

[5]IOT サービス技術 「IOT 統合（人 HEMS&IOT ロボット AI）による見守りサービス（アプ

リ）」を創る＝利用空間を想定した環境整備し検討する。例：キッチン、リビング＆玄関ホ

ール、玄関内、玄関外、階段等。 

   2018 年度は、[3]IOT 協働技術研究に着手した。住空間（HEMS＆IOT 機器空間）とロ

ボット機器が共存する場所を想定した、共存できる連携基盤の研究を実施。人とロボット

が共存する空間を用意して、HEMS＆IOT 機器がその空間生活をどのようにどれだけ支援する

と良いか、その共存支援に必要な基盤技術を協働技術と呼び研究する（図３）。基本的な、

共存に必要な要件を把握して、協働しながら空間制御設計、機器、ロボットの制御設計指

針が成果となるとことを期待する。特に、機器、HEMS、ロボット間の情報やり取りについ

ては、「きずな情報」と呼び、連絡情報を簡潔に伝えられる基盤を整備し、国際規格 ECHONET 

Lite への提案を実施したい。 

 また、node-RED での JavaScript 化による ECHONET Lite 利用環境の Web 化が進むことで、

IOT基盤技術研究で目指す「IOT統合（人HEMS&IOTロボットAI）見守りサービス（アプリ）」	

ECHONET	Lite	
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機器	

Home	IoT	
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Client	
App	

ECHONET	Lite	
（HEMS）機器	

IOT	
機器	
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人と人のきずな	

人と人をきずなを支援する	
	

「きずな情報」	

クラウド	

AI	

人と人のきずな（例：見守りサービス）を、IOT基盤技術	
（「IOTとHEMSとロボットとAIの連携環境」と「きずな情報」等）	
でアンコンシャス（意識しないうち）に実現。	
＝人とHEMS&IOTとロボットとAIとアプリで提供する。	

パートナーロボット	 パートナーロボット	

人	 人	

（例：見守りサービス）	

[1]IOT基盤技術	

[2]IOT基盤拡張技術	

[3]IOT協働技術	

[4]IOTクラウド技術	

[5]IOTサービス技術	

研究の概要（研究ステップと研究空間）	
[1]IOT基盤技術研究　HEMSとIOT機器、との連携技術	
[2]IOT基盤拡張技術研究　HEMSとIOT機器とロボット機器、との連携基盤の研究	
[3]IOT協働技術研究　人とHEMS&IOT、人とロボット、との協働技術の研究	
[4]IOTクラウド技術研究　人の行動把握を目指したクラウドAI応用技術の研究	
	
	
[5]IOTサービス技術研究　「IOT統合（人HEMS&IOTロボットAI）による見守りサービス（アプリ）」を創る	
　　＝利用空間を想定して検討する。キッチン、リビング＆玄関ホール、玄関内、玄関外、階段等。	

生活に密着したIOT＋HEMS利用	
の生活IOTサービス（アプリ）を研究する。	

＊C2-E204、E1-101、HEMS認証支援センタのIOTスペースを統合し、連携利用する。	

＝人とHEMS＆IOTとロボットとAI	
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IoT 機器では Web 技術へ初期から対応している機器も多く、良く連携できるように基礎段階

で連携性を生むように進める。 

 

    

 

５． 今後の計画 

  基本的には、図４に示すように、まずは、サービス作成手法の基礎研究を H30 まで実

施して、提供手法を整理する。しかし、市場でのニーズ（特に、産業界、設計事務所、工

務店、実サービス業者等）からの要望を調査した上で、サービス作成用ツールとしてまと

めたい。このサービス作成ツールを核に、応用研究を進める予定である。サービス連携検

討時には、A.基盤技術の基礎研究として 1.IOT サービスプラットフォームの構築、2.デー

プラーニングなどの AIエンジンを利用した人行動把握技術、3.人間に関する知見による人

やロボットとの連携協働技術が確立できると考えています。また、成果については、大学

ブランディング事業へも反映させ、より先進的な高齢者社会への対応力向上へも貢献する

ように連携密に検討推進する。 
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また、住宅メーカや工務店がサービス上興味を持っている、HEMS 同士での連携通信による、

核家族化による弊害の削減、すなわち、身近に親兄弟が感じられる疑似大家族化（生活フ

レーバー（仮））を介して、相互に注意し合う連携社会生活を提供できたら、大変おもしろ

い価値提供に至ることを期待している。 

 

 2019 年度は、[4]IOT クラウド技術研究として、前年度確立した、人、HEMS＆IOT、ロボ

ットをセンサおよびアクチュエータとして活用し、それらが確保したデータをクラウド AI

（AI エンジン）へ送り、「アンコンシャスな人の行動把握」を目指したクラウド AI 応用技

術を研究する。Node-RED では、IBM の Watson（AI 環境）が node-RED の AI エンジンツール

として提供されているので、基礎ツール検討で用意した利用環境へ当該 AIエンジンツール

を連携させることで、AI利用の手法確立と可能性を検討する。 

 

 2020 年度は、[5]IOT サービス技術として、統合して利用空間を想定したサービス・アプ

リ検討を実施する。特に、「IOT 統合（人 HEMS&IOT ロボット AI）による見守りサービス（ア

プリ）」を創り、地域企業のサービスメニューに活用いただけるものにして実証試験などを

行い、大学ブランディング事業とも連携密に社会貢献したい。 

 地域サービス構築については、サービス作成ツールを汎用化しながら提供したい。 

 特に、利用空間を想定した環境整備し検討する。キッチン、リビング＆玄関ホール、玄

関内、玄関外、階段等を対象として、それぞれの利用シーンを想定した、IOT 基盤サービス

（見守りサービス）アプリを検討し、具体的に利用できる形で提供し、中小企業支援を含

めた貢献をしていきたい。 
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